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５類感染症への移行後の本校における新型コロナウイルス感染症対策について 

 

 日頃より本校の教育活動に御理解・御協力いただきありがとうございます。 

 標記の件につきまして、文部科学省、都教育委員会の通知に基づき、今後の本校の対応などについ

てお知らせいたします。感染症法が改正されてもコロナウイルスがなくなったわけではありません。

感染拡大を防止するためには、発熱やのどの痛み、咳などの症状があった場合は無理をしないことが

重要です。子供も大人も一人ひとりの予防と自覚が大切です。みなさまの御協力をお願いいたします。 

 

１ 感染状況が落ち着いている平時の場合 

〇マスクの着用について 

児童・生徒及び教職員、来校者はマスクの着用は必要ありません。スクールバス内も同様です。

また、引き続きマスクを着用してもかまいません。このことから、マスクの着脱を強いることはあ

りません。一方、一人通学のお子さんで混雑する電車やバスを利用している場合は、マスクの着用

をおすすめいたします。 

〇手洗い等の手指衛生の指導や換気は継続して行っていきます。 

〇健康観察カードは廃止します（感染症罹患後は、「健康観察強化週間カード」の活用があります）。 

〇校内各所のアルコール消毒作業は、給食前後の机の消毒や唾液が付着した教材など、必要に応じ

てのみ行います。 

〇感染予防を目的とした各行事の参観人数の制限はしません。 

 

２ 地域や本校において感染が流行している場合（都教育委員会の通知や学校医の助言による） 

 〇感染が流行している場合などには、教職員がマスクを着用する又は児童・生徒に着用を促すこと

がありますが、そういった場合においても、マスクの着用を強いることはありません。 

 〇「近距離」「対面」「大声」での発声や会話を控えます。また児童・生徒の間に触れ合わない程度

の身体的距離を確保します。 

 〇感染拡大の状況にもよりますが、基本的には教育活動を制限することはありません。 

 

３ 出欠席の考え方について 

  令和５年５月８日以降は、濃厚接触者としての特定は行われないこととなります。したがって、 

・同居している家族が新型コロナウイルス感染症に感染した児童・生徒と教職員 

・学校で新型コロナウイルス感染症の患者と接触があった児童・生徒と教職員 

であっても、新型コロナウイルス感染症の感染が確認されていない者については、直ちに出席停止

の対象としません。 

 また感染の不安から登校を見合わせる場合は、引き続き「欠席」とはしません。 

 

４ 本校の具体的対応について 

〇新型コロナウイルス感染症にかかった場合 

発症日を０日として、翌日から５日間を経過するまで出席停止となります。さらに５日目が平熱

に戻ったのを確認してからの登校となります。登校後も発症から 10 日間はウィルスを排出するので、

マスク着用をお願いいたします。５類になったことでインフルエンザと同様になりますので、登校

する際には「登校許可証」が必要です。御家族が記入する用紙で学校 HPにアップされています。 



〇体調不良時の対応について 

・体調不良時は必ず熱を測り、37度以上の場合は様子をみてください。 

・37度以上の発熱の後は、解熱後１日たってから登校をお願いいたします。 

・37.5℃以上の熱は受診をして検査等医師の指示を仰いでください。 

〇マスク持参のお願い 

マスクの着用は基本的に必要ありません。ただし、人が密集する場所や医療機関や老人施設など

は着用が望ましいとされています。学校でも感染者が発生した際や密集する場面など、マスクを着

用する場合があります。カバンに予備として入れて持たせて下さい。 

〇健康観察強化週間カード 

これまで続けてきた健康観察カードは廃止しますが、身近な人がコロナやインフルエンザに罹っ

た場合は、下記の「健康観察強化週間カード」を使用して、感染者を早期発見し、校内での感染拡

大防止に努めます。御協力をお願いいたします。このカードを使用して健康観察している期間はマ

スク着用をお願いいたします。コピーして使用ください。また学校 HP からもダウンロードできます。 

 

 

 

 

 

 

 

【この件に関するお問い合わせ】 副校長     小川 達夫 

副校長     藤上 実紀 

主任養護教諭  内山 裕子 

学校電話    03-3384-7741 


